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当委員会は 2008 年 6 月に倫理問題研究会・準

備会を前身として発足し 6年目を迎えました。

設立時の会の目的は｢技術者倫理は一般の人達に

信頼される技術者になる為の必須条件であり、研究

会を立ち上げ技術者の使命の一翼を担う。北海道で

活躍する技術者に対して技術者倫理の啓蒙・普及を

図る｣といったものであり、このことを念頭に活動

を継続しています。

今年もこのような思いを込めて、第 5回技術者倫

理フォーラムを開催いたしました。当日は 80 名近

くの皆様にご参加をいただき、技術者倫理への関心

の高さを改めて思い知らされ、委員会としての責任

の重さを痛感しております。

さて、技術者倫理フォーラムは、倫理委員会の活

動報告の一つとして 2010 年から年 1 回の割合で

開催しています。今年も｢公衆から信頼される技術

者になろう｣をテーマに、倫理委員会委員による研

究活動報告、安全と技術者倫理に関する基調講演が

行われました。

1．研究活動報告

平成 25 年度の研究WGでは、それまでの｢土木

技術者の倫理｣を用いた事例研究ではなく、新たな

｢事例研究｣として、各委員から色々な課題について

の｢ミニ講演｣を行い、出席者間で講演内容について

ディスカッションをしながら、技術者倫理との関係

について深めていくことになりました。

具体的な研究活動内容は、第 1 回目が｢〜生命倫

理〜として、1．宗教的倫理 2．トリアージ｣、第

2 回目が｢企業内技術者の葛藤｣、第 3 回目が｢原発

の是非について｣、第 4 回目が｢｢技術者倫理の導入

教育について｣であり、WGでは事前に割り当てら

れた委員 2名が、講演内容の目的、背景、具体事例

等についてプレゼンテーションを行い、その後フ

リーディスカッションを行いました。

今回のフォーラムでは、平成 26 年度に冨澤委員

が北海学園大学で技術者倫理の講義を行っているこ

と、第 4 回目のミニ講演で｢技術者倫理の導入教育

について｣の議論を行ったことから、冨澤委員が｢技

術者倫理と武士道：倫理教育を通じて｣と題して、研
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究活動報告を行いました。

(1)技術者倫理と武士道：倫理教育を通じて

冨澤委員より、まず倫理委員会の活動概要の説明

があり、倫理委員会の目的が｢技術者倫理の研究・啓

蒙・普及｣であり、大学等の依頼に対する講師派遣が

活動内容の一つであるとの説明がありました。

次いで、平成 26 年 4 月から北海学園大学工学部

3 年生を対象とした倫理教育の具体的な取り組みに

関して、5月までに実施した 6回の授業の感想や学

生の技術者倫理に対する強い関心などについて説明

がありました。

実際に授業やアンケートを行ったところ、学生に

は卒業後の仕事への迷い・不安があることから、授

業での指導方針を技術者の｢覚悟｣｢倫理的想像力｣と

した旨の説明がありました。また、新渡戸稲造の｢武

士道｣を題材にした授業では、学生が非常に強く興

味を示したといった説明があり、社会に出てからの

技術者の覚悟について｢武士道を通じた倫理教育｣と

して授業を実施したとのことでした。

倫理教育を通じて再認識したことを下記のように

最後に述べられました。

〈現代社会に必要な技術者倫理〉

・正しい行動を導く高い倫理観

→信頼・品性・正義

・意味をならしめる責務、業務

→覚悟・責任・義務

・良き社会人、他者や環境意識

→貢献・尊重・自覚

国際化・プロフェッショナル意識・世代間連携等
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2．基調講演

第 5回技術者倫理フォーラムでは、(公社)日本技

術士会(登録)技術者倫理研究会会員、NPO法人科

学技術倫理フォーラム 代表の杉本泰治技術士より

｢安全文化：安全目標とその実現に向けて倫理の課

題｣と題した基調講演をいただきました。

杉本泰治技術士は NPO 法人科学技術倫理

フォーラムの代表を務められ、今年度の北海学園大

学での技術者倫理の授業で採用した教科書である

｢大学講義 技術者の倫理 入門｣を執筆された方で

もあります。

写真-3 基調講演をする杉本泰治技術士

基調講演の中で、杉本技術士は原子力分野の技術

者倫理に関する考察について述べられ、1998 年

12 月の使用済燃料輸送容器のデータ改ざん問題の

政府報告書では、当初は技術者の倫理の重要性につ

いて適切な指摘がなされていたが、それ以降の報告

書では｢倫理｣への関心が薄れ、｢安全文化｣へ関心が

移ったと説明されました。

(1)倫理を見直す

(2)安全確保の潮流

(3)安全文化―国際と日本の比較

(4)組織の中の個人

また、｢倫理｣や｢文化｣は自主的なものであり、報

告書から｢倫理｣が消え、｢安全文化｣が規制対象と

なったとしても、本来は個人や組織がそれにより影

響されるべきものではない。組織では構成員一人一

人の｢意識｣、技術者一人一人の｢倫理｣にほかならな

い。このようなことから、技術者倫理から目をそら

したままの安全文化はあり得ないとのことでした。
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(5)積極的倫理

日本の倫理規定では、｢やってはいけないこと｣が

書かれた消極的倫理について記述され、目的の達成

に全く寄与しない。一方、職務を全うするためにや

るべきことはどこにも規定されていない。しかし、

技術者として一番大事なのは後者であって、それは

｢積極的倫理｣と言えるとの結びでありました。

写真-4 質疑の様子

3．情報交換会

フォーラム終了後、｢第 5 回技術者倫理フォーラ

ム｣の開催を記念して情報交換会が開催されました。

会場では、フォーラム以上にも白熱した議論が各

所で展開されました。さらには、参加者が壇上へ上

がって倫理に対する思いを述べられ、委員会への貴

重な意見も多数寄せられました。

我々はそれらを参考にさらに精進してレベルアッ

プを図っていきたいと考えています。

4．雑感他

平成 26 年度の前期には前述のとおり、北海学園

大学への講師派遣を行いました。また、8 月には旭

川高専において平成 26 年 12 月〜平成 27 年 1 月

にかけて開催する 3 回の技術者倫理の授業に対し

ての講師派遣依頼があったところであり、当委員会

から講師の派遣を検討しているところであります。

このように、当委員会では定例のWGにおける

事例等研究活動のほか、他機関への講師派遣に積極

的に取り組んでいます。

昨今では北海道内でも技術者倫理に関わるような

問題がいくつか起きていますが、当委員会では定例

のWGで毎回、世代・分野を超えた熱い議論を交わ

しているところです。

まだまだ我々も技術者倫理に関する知識の醸成を

行っている途上であります。少しでも興味がある方

がいらっしゃれば、ぜひとも気軽に参加してみてく

ださい。皆様の入会を大歓迎いたします。
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写真-5 情報交換会


